















カドミウムの前駆体と H2Te ガスを反応させることによってコアとなる CdTe NCs(MPA-CdTe，
TGA-CdTe)の合成を行った。それぞれの CdTe NCs 溶液に硫黄源としてチオ尿素を加えて加熱撹拌








認を行うと，試料のサイズが約 3 nm でありほぼ球形であることを確認できた。MPA-CdTe/CdS で
スペクトルシフトが観測されたのに対して， TGA-CdTe/CdS NCs ではスペクトルシフトが観測さ
れなかった。しかし最近，水熱合成法を用いることで TGA を用いてもスペクトルシフトが観測さ
れ，また発光量子収率も 30 %から 75 %への増加を観測した。MPA-CdTe/CdS と水熱合成した
TGA-CdTe/CdS の発光ダイナミクス測定を行った。MPA-CdTe と MPA-CdTe/CdS についてそれぞれの
中心波長(MPA-CdTe：517 nm，MPA-CdTe/CdS：554 nm)におけるダイナミクスを指数関数でフィッ
ティングすると MPA-CdTe の発光寿命は 3 成分で解析ができ，平均寿命は 4.9 ns であった。一方


































過程と考えられる。また MPA で保護した NCsについ
て，それらの最も早い成分を詳細に解析するために
速い時間スケールでの時間分解発光スペクトル測定
を行った。MPA-CdTe/CdSと MPA-CdTe を 20 μWで励
起した際のダイナミクスを測定すると，シェルを施














た。MPA で保護した NCs の過渡吸収測定を行った。
それぞれ基底状態の吸収に対応するブリーチングを
観測し，そのダイナミクスの解析を行った。それぞ




























図 1 MPA-CdTe/CdS の発光，吸収
スペクトル 
